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株式会社RE-SOCIALは、

生態系サービスに
最大限の価値創造を追求する
会社です

会社概要

2019年11月29日（いい肉の日）

株式会社RE-SOCIAL 設立



会社概要

◉ジビエ事業 ◉ペットフード事業 ◉鹿レザー事業



持続可能なまちづくりの学びを実践する人材、

ソーシャルビジネスの必要性を実感

大学時代の学び



解決したい社会課題

獣害被害



解決したい社会課題

獣害被害

農作物被害

森林被害

人身被害

生息頭数を減らす駆除の推進



殺傷された野生動物の

約91％が

埋設焼却処分されている

獣害被害に隠された課題



事業概要

2020年10月 食肉処理施設

「やまとある工房」をオープン

2019年修行時＠徳島県 やまとある工房＠京都府笠置町



事業概要

ジビエ業界の課題

❶ 硬さ、臭みが強い肉質

❷ 安定供給が難しい

❸ 歩留まり（体重に対して過食部の割合）が悪い



○生体搬送・活け締め
徹底的な血抜きと素早い処理の実現

○一時養鹿の実施

安定的な肉質と供給の実現

○ハラール認証の取得

ハラール需要の増加、
消費部位の拡大

事業概要



事業概要

産直サイトポケットマルシェ

ジビエ人気１位獲得



事業概要

やまとある

good meal one

COL style

精肉部位

内臓、骨、角部位

レザー



畜産の現状
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〈参考：平成30年 農林水産政策研究所〉

野生動物のため、
特別に必要としない

水資源 15,415L

穀物飼料 11kg

水資源 5,988L

穀物飼料 6kg

各肉1kgを生産するために必要な資源



目指す社会
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代替肉の市場規模（世界）〈参考：米調査会社 Markets and Markets〉

畜産が及ぼす環境負荷により、代替肉の需要・注目度が拡大



畜産業の減少
・水不足の回復
・森林伐採の減少
・貧困問題、
児童労働の解消

・穀物危機の軽減
・温室効果ガスの減少

目指す社会

ジ
ビ
エ
の
消
費
拡
大

世界地域社会

雇用の創出
獣害被害の軽減
産業の活性化
地域ブランドの創出

地域活性化への寄与
・Iターン、Uターンの増加
・森林再生
・関係人口の増加 など

SDGsへの寄与
・生物多様性の回復
・持続的な食糧生産への転換

など



わたしたちの想い

2019年以前平均 2020年 2021年

笠置町内で活用率

100％達成

同課題を抱える
地域への展開

鹿の年間捕獲頭数＠笠置町

（
頭
）

18.5倍

1.6倍



わたしたちの想い

地域との
繋がり



わたしたちの想い

1年間の売上推移（円）

社会性×経済性



会社名 株式会社RE-SOCIAL
設立 2019年11月29日（いい肉の日）
所在地 本社：〒619-1301 京都府相楽郡笠置町有市東畷23番地

やまとある工房：〒619-1301京都府相楽郡笠置町有市西狭間24番地
資本金 500万円
事業内容 食肉処理業・食肉販売業
従業員数 正社員：3名
代表取締役 笠井 大輝
取引金融機関 京都信用金庫
ホームページアドレス https://www.resocial-kasagi.com

2018年6月〜 龍谷大学政策学部の深尾昌峰教授のゼミナールにてソーシャルビジネスについて研究、
伏見区や東近江市、和歌山県の有田市にて企業や行政と連携し、学びを実践する

2019年2月 とある地域にて、野生動物が大量に埋設処理されている現場を目撃し、創業を決意
2019年5月〜 徳島県「中川食肉店」にて捕獲〜解体・精肉技術を習得
2019年11月 資本金500万円で「株式会社RE-SOCIAL」設立
2020年3月 メンバー3名ともに龍谷大学政策学部を卒業
2020年10月 「やまとある工房」を開業
2020年12月 国内で2社目となる鹿肉における「ハラール認証」を取得

〈HPはこちら〉

会社概要

沿革

https://www.resocial-kasagi.com/


2019年11月20日 京都新聞朝刊「龍大生 ジビエで起業へ」掲載
2019年11月30日 日本経済新聞「龍谷大、隠れた起業の雄」掲載
2020年5月11日 読売新聞朝刊「捕獲ジビエ 販路開拓」掲載
2020年10月28日 朝日新聞朝刊「笠置にジビエ工房 地域活性化」掲載
2020年10月31日 読売新聞朝刊「龍大卒業生 ジビエ事業」掲載
2020年11月3日 京都新聞朝刊「ジビエ加工 工場完成」掲載
2020年11月13日 MBS毎日放送「ミント」特集
2020年11月27日 NHK京都「京いちにち ニュース630」取材
2020年12月17日 KBS京都「newsフェイス」取材
2021年2月7日 毎日新聞朝刊連載記事「斎藤幸平の分岐点ニッポン」掲載
2021年7月1日 NHK関西「おはよう関西」取材
2021年7月2日 全国農業新聞「茶で「最高の肉質」を追求」掲載
2021年8月26日 日本農業新聞「山村の「困った」起業の志」掲載
2021年11月13日 日本経済新聞「起業 大学発新興が存在感」
2021年12月3日 テレビ大阪「やさしいニュース」取材

メディア情報

2022年3月5日 京の公共人材大賞最優秀賞 受賞
2022年3月8日 ポケマルチャレンジャーアワード2021優秀賞 受賞



ご清聴ありがとうございました。


